す。 後で、 男のお 父さんが 涙 を ポロ ポロ こぼして、 あ 

したから コジキ をし なければ、 モウ 食って 行けな く 

なった、 それに 私 もつれて 行く ッて云 うんです。 

一 で . 三 。 

お父さん はねる ときに、 今 戦争に 使って る だけのお 

金が あれば、 日本中のお 父さんみ たいな 人た ち を ゆつ 

くりた ベさせる ことが 出来 るんだ と 云いました。 —— 

先生 はふ だんから、 貧乏な 可哀相な 人 は 助けて やらな 

ければ ならない し、 人と けんかし てはいけ ない と 云つ 

てい ましたね。 それ だのに、 どうして 戦争 はしても い 

いんです か。 



先生、 お父さんが 可哀 そうです から、 どうか 一 日 も 

早く 戦争なん かやめ るよう にして 下さい。 そしたら、 

お父さん やみん ながらくになります。 戦争が 長く なれ 

ばなる ほどか、 り も 多くなる し、 みんなが モット/ \ 

たべられ なくなって、 日本 もき つと ロシャ みたい にな 

る、 とお 父さんが 云って います。 

先生。 私 は 戦争のお 金 を 出さなくて もい、 ようにな 

ら なければ、 みんなに いじめられ ますから、 どうして 

も 学校に は 行けません。 お願いします。 一 日 も 早く 戦 

争 を やめさせて 下さい。 こ、 の 長屋で は モウ 一月 も 仕 

事がなければ、 みんなで 役場へ 出かけて 行く と 云って 



います。 そうすれば、 きっと 日本 も ロシアみたい にな 

リま 

どうぞ、 お願いします。 

この 手紙 を、 私のと ころへ よく 話しに くる 或る 小学 

教師が 持って来た。 高等科 一年の 級長の 書いた もの だ 

そうで ある。 原文の ま、 である。 私 はこれ を 読ん 

で、 もう 一息 だと 思った。 然し この 級長 はこれ から 打 

ち 当つ て 行く 生活から その 本当の こと を 知る だろうと 

考えた。 

I 一 九 三 了 二 了 一 〇 I 
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